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【発熱、喉の痛み、咳などの症状があり受診したい場合は】　かかりつけ医や身近な医療機関に相談　【受診するか、救急車を呼ぶか迷った場合は】　千葉県救急安心電話
相談☎♯7119（局番なし）または03-6810-1636平日・土曜日18時～翌朝８時、日曜日・祝日・年末年始９時～翌朝８時

就労援助が充実!
役立つ講座が盛りだくさん!
高齢者就労支援センター 広報レポーター

桟敷野ふじみ（武西学園台）

　高齢者就労支援センターは市の公共施設で、（公社）印西市シルバー人材センターが指
定管理者として運営しています。60歳以上の人を対象とし、就労や生きがいづくり
に役立つ事業を実施しています。
　まず、大きな柱となっているのが講習会の開催です。「スマートフォン」や「パソコ
ン」「ハウスクリーニング」などの技能系の講座と「英会話」「実用書道」「ビューティー
セミナー」などの教養系の講座があります。利用者の声も反映させて講座を企画する
ので、ジャンルも開催数も以前より大幅に増えているそうです。
　パソコン講座の参加者さんからは「講師が良い！教え方が分かりやすい」「必ずしも
就労目的だけでなく生きがいづくりの意味もあることを知ってもらいたい」「有料でも
良いくらい（参加費は無料）」などの声が聞かれました。シルバー人材センターの会員
さんの中にも各分野のエキスパートの人がいらっしゃるので、講師をお願いしている
講座も多いそう。参加者にとっては年代が近く質問もしやすいと好評です。

　講習会の他にも、就労に関する情報提供や相談会にも力を入れています。成田、
松戸、船橋のハローワーク求人から60歳以上を対象とした情報をホームページで
紹介、紙にも印刷して誰でも見られるように設置してありました。また、企業によ
る採用説明会も実施しており、実際に就労につながっているそうです。どんな働き
方がしたいかを相談できる相談会は随時受け付け中とのことです。
　最後になりましたが、同センターは旧永治小
学校跡地にあり、地元の人にとって思い出の詰
まった場所です。そこで1つの部屋を「永治小学
校メモリアルスペース」とし、写真や校旗などを
展示しています。「どなたでも、どうぞ自由にご
覧ください」とのことでした。

▲今年度の各月の
レポートはこちら

▲高齢者就労支援
センター

パソコン講座の様子

永治小学校校章が
描かれた大旗 センター入口の看板

地震に備え、対策しよう ※詳細は各2次元コード問建築指導課住宅係☎33-4657

◎受付期間…11月29日㈮まで
◎補助額上限… 【例:一戸建ての住宅】診断6万6千円、設計・工事

21万7千円
対市内の築後10年以上経過した建物の耐震診断（現地調査を行わない簡易
診断を含む）、耐震改修設計、耐震改修工事を行う所有者（マンションなど
の共有部分は、区分所有者の団体の管理者または管理組合法人の理事）で、
令和7年2月28日㈮までに工事が完了する見込みである
※建物の規模、構造、用途に適応した専門の建築士に依頼が必要
申契約前に申請書などを提出

住宅・建築物耐震改修などの費用に補助金

時令和7年2月3日㈪13時～17時（1件1時間以内）
場市役所会議棟
内建築物の耐震診断・改修設計・改修工事に関する相談
※特殊な構造や大規模な建築物は相談員の手配ができる場合に限る
対市内に住宅や建築物を所有している人や管理者、またはその委任を受け
た人
※相談には図面などが必要
定4件
申開催日の2週間前までに建築指導課へ

耐震無料相談会

◎受付期間…12月27日㈮まで
◎補助額…除却工事費の2分の1（上限10万円）
対建築基準法第42条に規定する道路に面した危険なブロック塀
などを所有する人で、令和7年2月28日㈮までに工事が完了する見込みであ
る。右記チェックポイント参照
申工事契約前に申請書などを提出

危険なブロック塀などの除却工事に補助金
ブロック塀などの点検のチェックポイント

　ブロック塀などは、以下の項目
を点検し、1つでも不適合があれ
ば危険なので改善しましょう。ま
ず外観で①～⑤をチェックし、1つ
でも不適合がある場合や分からな
いことがあれば、専門家に相談し
ましょう。
❶塀は高すぎないか

・塀の高さは地盤から2.2m以下か
❷塀の厚さは十分か

・ 塀の厚さは10cm以上か（塀の高
さが2m超2.2m以下の場合は
15cm以上）
❸控え壁はあるか（塀の高さが
1.2m超の場合）

・ 塀の長さ3.4m以下ごとに、塀の

高さの5分の1以上突出した控え
壁があるか
❹基礎があるか
・コンクリートの基礎があるか
❺塀は健全か

・塀に傾き、ひび割れはないか
専門家に相談しましょう

❻塀に鉄筋は入っているか
・ 塀の中に直径9mm以上の鉄筋
が、縦横とも80cm間隔以下で
配筋されており、縦筋は壁頂部
および基礎の横筋に、横筋は縦
筋にそれぞれかぎ掛けされてい
るか
・ 基礎の根入れ深さは30cm以上
か（塀の高さが1.2m超の場合）




